星雲学者ドライヤー氏逝く (倍大号) by 山本, 一淸
Title星雲學者ドライヤー氏逝く (倍大號)
Author(s)山本, 一淸




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
4S
星雲學：者ドラ6ヤー氏逝く
山　本　一　清
　英國に於ける星雲二者εして，叉，天文
史家ごして有名なJohn　Loufs　Emfl　Dreyer
（ドライヤー）氏が去る九月十四日オクスフ
オドの自宅で逝去した．三界の大なる損失
である．
　ドライヤー氏は元正デンマルク國の人で
あって，其の家は代々有名な軍人を輩出し
てみる．氏は1852年二月十三日デンマル
ク國のコペンハーゲン市に生れ，父は陸軍
三二であった．コペンハーグン大學を卒業：して後，氏は1874年から1878年ま
．で四ケ年間，英國アイアランドのロス卿の天文台の台員εなった．二時冒所に
は金屡鏡六吠ミいふ世界第一の大望遠鏡が活躍してゐナこ時であって，星雲の観
察が曲れを以って盛んに行はれてるナこ．ドラ・1ヤー氏も勿論此の観測に從事し
た，ご同時に，他の學者たちの星雲齪測をも廣く調査し，比較研究して，幾つ
かの論文をアイアランド學士院の輯報（Transactions）に嚢表したこεがあっ
た．1878年，氏はダブリン市外のダンシンクにある大學天文台の助手Eなり，
暫く星雲の観測を中止しtcが，後，1882年にはアルマー（Arlnagh）天文台の台
長に就任し，自由な発揚に立って，再び星雲の研究をするに至った，そも々々
星雲や星團の研究は，第十八世紀末，井リアム・ノ・一シmルが三回にわたっ
て有名な目録を獲表して以來，各國の天文家が大に注意を梯ふやうになり，ジ
ョン・ノ・一pシェル・ダレスト，ロス卿等の人々が魑しい嚢見ε観測εを行つ
k・しかし，此等の間「には重復や混難が多く，齪測の誤りや，不明瞭な記録な
ものなεも少なくなかつナこ．それで，ドラaヤー氏は新しく十吋の屈折式望遠
鏡を購入して，新しく星雲や星團の形鋼，位置等を観測しナこ．燧に，其の當時
までの標準目録であったGeneral　Catalogue　of　Nebulae　and　Clusters（略して
G．（」．ξも言ふ　ジョン。ノ、一シェルが瑠64年に護表したもので，星雲や星團
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507g岡を含む）を改正せんε企て，ロス卿の援助を得て，此の大事業を1888年
に大成し，三三ローヤル天文學會の記要（Memoirs）第49巻第一部に装表した，
此れはNew　General　CatalOgue　of　Nebulae　and　Clusters（略してN．　G．　Ceε言
ふ）εいふ題のものであって，當時確認せられて居つfe星雲や瓦葺7840個を含
み，出版後，忽ち，ハーシェルのG．C．目録の代りミして一般に用ゐられるに
至っナこ．近年，ドライヤー氏は夏に新時代の獲見にかNる多くの星雲ε星團こ
を忌めて，
　1895年には　Index　Catalogue　of　Nebulae　and　Clusters
　　　　　　　　　　　　　（略して1，1．C．一1529個を含む），又，
　19D7年には　Second　Index　Catalogue　of　Nebu］ae　and　Clusters
　　　　　　　　　　　　　（略して2．1．C．一3857個を含む）
を襲表した・ti：ヒれ等N・G・C．，1．工．　C．，及び2」．　C．の三つは，現今，星雲や星團
の標準目録ミ見なされ，國際天文同盟の承認を経て，一命に用ゐられてるる．
　ドライヤー氏はダンシンク天文肇に在職の頃，ドイツから血行されるナノ・リ
ヒテン誌の振はないのを慨して，Rコープランドε協方し，新しくUrania（ユ
v　一一ニア）εいふ天文學難誌を1880年に獲如したこεがある．後，此のユレー
ニアなる名が多少迷信めいてるるミ氣が付いて，表題をCopernicus（コパー
ニカス）ミ改めた．そのうちに，ド／ッではA．K：rUgerが1882年にナノ・リヒテ
ンの主幹に就任して面目を一新するこミになり，フランスではE．Mouchez（ム
シェ）SF・Tisserand（テスラン）ミがBunetin　Astronomiqueを1884年に襲
刊し・アメリカではGould（グルド）が18S6年からAstronomical∫ournalを復
活させたので，前記のコパーニカスは，僅か三ケ年の壽命を以って，1884年に
慶刊εなった．
　ドライヤー氏は此のコパーニカスの嚢刊中，天文學の歴史に關する研究をし
て，殊に，支那の北京天文毫の観測器械や，オイラーの1744年遅彗星研究や，
歳差恒鰍の研究なさを獲表したが，其の後は盆々天文史の調査研究を進めた．
天文史i家ミ：しては昔しから，J．　B．　Delambre（ドラムブル），　C．　L．　Ideler（イデ
ラづ，G，　Schiaparelli（スキアパレリ），　R　Wolf（ラルフ）等が有名であるが，
ドラやヤー氏は此等の人々に縫ぐ近世の史家εして立ち，先づ1890年には
Tycho　Brahe傳を著し，1906年には．　His亡ory　of　Planetary　Systems　from　Thales
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oK：epIer　（ターレスよりケプラーまでの遊星系史）を著し，最近1913年以來
Tycho　Brahe全集を出版する計叢をたて，全14巻のうち，第十巻までは既に登
行すみミなってみる．爾，氏は1912年にはW？s・・一シェル全集の編輯委員ミな
り，1920年にはRoyal　Astronomical　Society（ローヤル天文學會）の百年史の編
輯委員εしても大に引力した．
　ドラnヤー氏は1916年にアルマー天文毫長を辮し，後，オクスフオドに移っ
て，專：心，歴史の研究にふけったが，オクスフオド大學は氏にM．A．の名暮學
位を贈り，ベルファスト大學も亦氏にD．Sc．の學位を贈つナこ．又，1916年には
ローヤル天文三二から金餌を贈られた．倫，氏は1923年から1925年までニケ年
間はローヤル天文學會の會長であった．
　ドライヤー氏の書いた文書は廣い杜會に讃まれ，其の言行は多くの友人たち
を喜ばせた．氏は，1875年，バー城でJohn　Tuthi11氏の息女K：atherineε結婚
したが，此の夫人は1923年一月に死去し，ためにドライヤー氏の悲嘆は最近も
筒癒えなかつナこ．氏の迂去は一般の天文家や朋友たちの大なる悲しみである．
氏には三男ミー女εがある・長子丁ohnは陸軍大佐で，大戦中，フランス｝：　iM
征し，後，陸軍省の砲兵部長εなつtc・今は南部重砲兵司令官である・次男
：Fredericは海寧三三で，大戦中，ジヤトランド沖の海戦にはジエリコー一一　ln督の
座乗した旗艦Iron　Dukeの艦長であったが．今は海軍省の一高官ミなってゐ・
る．三男Georgeは大戦中，初め，印度の北西國境に砲兵隊を指揮する大尉で
あったが，後，東アフリカニ移った，今はコルチエスターの近衛砲兵第七十八
野砲隊長である．息女はアルマー郡k“一tタンの制事W．Shaw－Ha・milton（ショ
ーハミルトン）氏に嫁してみる．叉，オクzフオド大弓の病理學教授Georges・
Dreyer氏は氏の從弟に當る．
御　知　ち　せ
　小生は去る十二月九目，L京都市新一條「へ移韓しまし7こ・帝國大學の正門の前の通
り筋で，即ち，吉田紳証の正面の鳥居から，豪つすぐ［：西へ績：街路です・宅ば大學
正門から西へ四丁，又、万里小路の辻から西へ六軒目，鴨川の川端から［i東へ三丁で
す・
　　　　　　　　　1626年12月20日　　　山本一清
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